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論文内容の要旨
ー夫多妻制の雌性先熟魚、であるトラギス科コウライトラギスの生活史，繁植生態，そして性転換につい
て，野外の自然船体群を標識して3年間にわたり継続調斉をおこなった。ハレムをもっ雌性先熟魚につい
ては.多くの研究があるが，大部分が行動圏重換型ハレムを持つ魚類についての研究で，なわばり型ハレ
ムをもっ魚類については.これまでその詳細は不明であった。
本種は.なわばり型ハレムをもっ雌性先熟).~U陸雄|司体魚として知られる。性転換は.繁殖期終 f後に集
中的にみられた。雄の消失とは無関係に，ハレム内の大型の雌が全て性転換した。性転換した雌の全長は，
所属するハレム雄の全長と相関が見られており，ハレム雄に対する相対的なサイズで性転換するものと考
えられた。性転換直後の個体は，ハレムをもたず単身放浪しており，本種にみられた性転換のほとんどが
独身性転換であると考えられる。これは，従求の行動閤電陸型ノ、レムにみられる性転換とは大きく異なる
点である。性転換した個体は，性転換時にはハレム雄よりも有怠に小さかったが，その後成長し，翌繁殖
期にはハレム雄と同体長に達しハレムを維持していたc ハレムにみられる雌の数とハレム雄の全長とに
正の相関が見られたことと，ハレム内の雌がなわばり羽係であることから，雄としてなわばりを維持でき
る大きさであれば‘，他の雄とのなわばり争いにより，雌を獲得することが可能で.既存のハレムを継続す
ることなしにハレムの新設が可能であると推察された。また，この様に従来主に研究されてきた行動圏重
複型ハレムの魚類と木種での性転換が大きく異なるのはハレム構造の違いに伴うハレムの継続の有無に起
閃すると考えられる。これまでに知られるなわはば、!り?型ノ、レムをもつ雌f性坐先熟魚魚、の件
ろ，なわばり型ハレムをもっ雌性先熟魚一般に，ハレム雄に対してなわばりを維持できるサイズに達する
と十七転換をする事が示唆されたリ
論文審査の結果の要旨
雌性先熱の性転換は，ノ、レム型一夫多安制のflt瑚礁魚煩に多く見られる。これまで.その研究の多くは
|ー 雌行動圏電複烈」ハレムを持つ魚、頬に限られていた;， !Il請者はコウライトラギスの生、届史や I雌十ワパ
リ分苫1型ハレム|であるというその社会構造，繁殖生態を解明し.さらに本極の性転換現象について研究
したd
~積では.t':I:転換は繁殖期が終わる 8 月中旬から10月に集lいして生じること.性転換はハレム雄の存在
に関わらず起こっていること，そして雌の中でも相対的に大きな雌にのみ起こっていることをみいだしたっ
雄fT{i:下での性転換は，独身雄戦術としていくつかのハレム市|閥、類で知られるが，普通例体数の数%の捌
一.43--
度で生じるu これに対し大型雌の全てが. しかも限られた季節に雄になるみ;種の性転換械式は，はじめて
の報告である。申請者は，その究極的理由は雌行動圏重複型ハレムと雌なわばり分割型ハレムでのハレム
形成過程の違いにあると考察した。本種の場合，繁殖期が終わると事実上ハレムは崩壊し翌年の繁殖期
に向けて新たにつくられる。このため，新たに性転換したオスもある程度の体長があるとハレム獲得競争
に参画できる。一方，t推重複型ハレムでは雌問題の順位関係のため，雄は乗っ取りか引き継ぐ形でのハレ
ムを獲得できないため社会状況に関係なく性転換することができなし、c この違いが両者での性転換機式に
大きく影響しているとの説明は十分に説得力があるっこの他，申請者は本種でのハレム雄間でのスニーキ
ング行動を発見し，この特異的行動が生じる生態的要因についても考察した。
本論文は，魚類のハレム型婚姻形態とそれに対応した雌性先熟型の性転換全般に対し，包話的な説明を
加えたものであり，魚類の繁殖生態の研究の発展に大きく寄与するものである。よって，博士(理学)の
学位を授与するに値するものと審査したの
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